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開岱 .22l' (9月号)

者
・
聞
辛
の
第
四
回
社
金
調
祉
鍵
の
A

出
場
風
景
持
設
ぶ
用
者
の
作
品
塵
京
コ
ー
ナ
ー
で

上
・
閉
山
由
認
で
、
オ

B
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-
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曹
品
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啓
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Z
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め(J)相談窓口一一暢
尭明噌聾(特許)担輯毎月第 2週包円
月略行 10時 --15時/商主謀

税轄と措世相観毎月第 2土曜 9時-12
時/商工会議所

高令省職輯相誼 (求人相説も含む〉毎週

水曜10-151埼/福祉

壁時速迎盟あっせん (機械金属加ヱア

ラスチック加工等)揺月第 3本噛13時
-16時/間工

-踊軒躍弾相臨毎月努"土曜

日時/市民相輯室(広報課)

心配ごと輯臨揺月第 1・揮 3月曜 9時

-15時/市民相臨室(福祉〉

市臨輔酷 蒔月第 2 ・鮪4木昭/市民相

器室(市民組理)

唱地瞳鞠椙観ヰLg9時一戸時常設市民

相植皇(建築課)

融宵掴観水、木、金、土、8毎日9時-15時

/教育研究所 一

青少年相観平日目時-16時常設/脅少

年課

平日 9時 -16時常設/福

ま
ち
の
ど
湾
中
T
こ
う
し
な
輔
誼

が
し
ば
し
ば
お
こ
る
、
こ
れ
に
な

ち
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
さ
ほ
ど
ぴ

つ〈
P
じ
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
で

よ
い
だ
ろ
う
か

?と

i
、
;
、
、

i

組

問

、

潟

支

禁

へ

の

記

入

を

担

額

一

せ
い
ピ
襲
警
告
な
わ
れ
語
、
環
境
轄
袋
、
地
域
開
発
、
交
特
集
市
の
人
口
の
特
徴
は
、
十
い
す
る
き
と
に
な
っ
て
い
る
も

翻
勢
調
査
は
笠
存
ご
と
に
主
要
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
震
の
対
策
玄
緩
か
ら
十
九
援
の
譲
受
天
口
国
響
調
査
は
、
一
億
四
百
万
人
に
脚
一
ひ
と
り
ひ
と
り
が
考
見
事
唱
絡
を
一

一
れ
る
閣
の
も
っ
と
も
葱
輯
瞳
聾
巷
た
て
る
埼
合
に
欠
か
す
ζ
と
の
で
が
全
体
の
七
O
骨
近
く
を
占
め
る
完
の
ぼ
る
と
予
想
さ
れ
る
日
本
の
会
人
一
一
高
め
よ
う
と
、

ζ
と
し
も
市
民
み
ん
な
一

番

童

話

等

、

金

聾

輯

塁

、

書

い

つ

伽

一

比

撃

し

で

も

号

会

通

安

全

市

民

一

国
は
も
ち
ろ
ん
都
議
府
騨
轟

A

U

ι

轟
持
品
宝
官
官
aJ
官

耳

、

通

せ

い

に

も

れ

な

く

叩

一

の

集

い

五

十

月

七

百

(

京

)

午

後

一

一

際

、

市

町

村

長

人

口

韓

両

鵠

静

子

仁

克

Fノ
金

調

査

す

る

大

王

一

時

2
2
1奈
1んで間
一

の

妻

亨

や

顧

問

女

、

年

齢

、

男

爵

な

調

査

で

あ

号

、

土

催

す

る

。

一

融

業

芸

の

人

口

の

襲

撃

醐

八

五

四

人

の

調

変

員

が

訪

閉

し

ま

す

と

の

調

査

吾

妻

川

一

昔

、

一

ニ

つ

の

市

立

小

説

訟

の

喜

一

ご
切
り
か
に
す
る
も
の
o

撃

に

霊

喜

志

一

一

隊

員

で

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

、

室

内

ζ
と
し
の
開
勢
調
査
書
聾
告
な
い
資
料
と
き
。
会
郡
市
型
人
口
と
い
わ
れ
、

ζ
の
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
竺
若
喜
、
万
博
神
奈
川
の
日
で
喜
一

仰
は
、
大
正
九
年
豊
富
査
が
行
た
と
え
ば
、
新
し
く
学
校
を
た
て
ほ
か
雲
、
職
差
ど
の
構
成
金
間
協
力
が
必
要
花
竺
宗
主
J

喜
多
シ
ベ
ッ
ト
鼓
一
宮

川
な
わ
れ
て
以
来
、
五
十
年
自
に
あ
た
た
り
、
保
健
室
作
っ
た
り
、
道
路
ち
か
げ
比
す
る
も
の
o

き
た
る
十
月
一
円
を
湖
し
て
行
な
叫
一
隊
二
議
安
全
草
委
、
民
認
お
ど
り
な
一

1

71左
翼
調
査
の
年
で
も
あ
る
。
計
画
室
器
地
f
g草
ヲ
石
場
合
、
各
重
吾
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
わ
れ
る
岳
翼
零
時
も
れ
な
く
恥
一
ど
ん
多
彩
な
行
事
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
。

圏

雲

議

皇

室

、

悪

霊

安

市

民

に

つ

い

て

の

汗

確

な

統

書

留

霊

童

八

百

五

十

四

人

謁

室

長

ス

号

、

土

遺

婆

金

事

る

こ

の

市

民

の

察

い

Y
S
E
i
-
E
S
E
-、、
ss53i、、、
S、、言、、
i
tき
3
2
3ミ
ミ
ミ

s
iミ
ミ
ミ
ミ
量
事
、
、

S
E
i
-ミ
ミ
星
雲
恥
一
日
札
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
葺
し
て
2
j

翻とき '9月25時(金)
13時-15鴻3自分

豊富内容，，，t大衆保健事事J

磁場所・三井銀行平塚宜腐合議室

平塚市消重量者の金勉強金

どなたもお気軽に…どなたもお気軽に
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民
生
部
青
少
年
課
は
七
、
八
月
の
一
一
か
月
樹
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
青
少
年
持
行
化
防
止

活
動
に
つ
い
て
結
果
音
公
費
し
た
o
ま
ず
、
七
夕
ま
つ
り
期
間
中
の
援
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で

は
、
環
境
帯
化
圏
や
背
中
蕗
委
員
ー
な
ど
六
十
九
人
の
補
導
員
は
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
斗
一
ザ
間
的
、

不
健
企
娯
楽
を
し
て
い
た
中
学
・
高
校
生
な
ど
女
子
十
人
存
会
む
九
十
ご
人
事
掲
語
、
務
倍

し
た
。
吉
る
に
、
七

1
八
月
亭
通
じ
て
、
補
導
員
を
議
化
、
百
三
十
五
人
化
よ
る
愛
議
照
時
在

実
滅
し
た
が
、
学
時
一
一
長
棒
補
導
百
四
十
人
、
勤
労
青
少
年
で
は
六
十
八
人
な
ど
、
最
爵
た
部

告
し
た
。
青
山
ア
年
の
発
行
化
防
止
は
、
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
職
務
、
地
域
社
会
と
金
市

民
か
一
関
心
幸
も
ち
、
企
慈
し
あ
っ
て
い
き
た
い
も
の
e

よ
そ
の
子
と
い
わ
ず
思
わ
ず
愛
の
苧

号
。

ー
ん
壱
組
識
し
、
井
特
化
防
止
活
動
に
一
容
的
に
も
問
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
夜
慰

安
夫
れ
た
葉
で
も
あ
る
。
一
の
草
地
帯
、
神
社
境
内
、
湖
南
平
公

輔
街
頭
稀
隷
活
動
・
愛
パ
ト
と
は
別
一
回
酬
な
ど
の
突
厳
託
つ
い
て
は
夕
涼
み
の

に
街
頭
補
議
活
動
を
、
青
山
y
k年
一
補
導
員
一
読
族
ζ
ど
も
連
れ
の
健
康
的
な
す
が
た

と
習
中
牟
諜
簡
日
自
五
+
人
一
に
よ
っ
て
ミ
一
と
は
別
犯
人
呂
を
は
ば
か
る
よ
う
な
行

午
後
閉
山
崎
か
ら
九
時
ま
玄
い
十
五
厨
捷
一
耐
を
と
っ
て
い
る
浩
い
田
安
の
卦
が
み

施
、
夕
方
な
ど
は
、
八
月
中
曽
ま
で
は
了
り
れ
、
青
少
年
一
K
あ
た
え
る
諺
殺
が
危

ζ
れ
と
い
っ
た
補
喝
事
項
も
少
な
壬
内
一
ぐ
お
れ
た
。

箆太子ご貴重壁をお迎えしで、

夏富士山富朝霧高麗(こ三万人的

ボーイスカウトがあつまった

。時牢度固定置鹿、都市計画税の揮3期分の納期
です。なお、当認、課税の耕1党揺観コーナーも喪施
ずる お近〈の巡居続税出塁車窓口のご示j用在。

や 9月2413.須賀公民館、職員数

身築 (1日夕陽ケ丘母子察〉

φ9月25厨・富士見公民館、諏訪
町会館、;a水町内会館

φ湾問・午前9符30介~午後4符

説日日目2234量;言27:雪22章、
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簿

y
/
容
器
の
麗
本
び
た

ご
み
は
水
分
を
よ
く
閥
切
っ
て
容
器
へ

ヴ組社会福祉震のあらまし
1.赤ちゃんかもおとしょ'Jまでの
禰祉施策の毘示(写真際褒}

2.みじか牢姻祉の相談
3. Ir.~身穣害者製作品の展示節売

守 4 血滞裂器科判定(21'1-3自'10時-15時)
.献晶一平滋駅前(3 日~ 10時-15時)
5.期間中市内社会構祉施設の公開
6.ヘ芸能人目サ干V金(4日・ 13時-15時)
(大検女後押内ミキ干衛策JII洋子を予定)

精
協
調
誤
は
、
八
月
、
九
月
は
一
車
中
で
最
も
と
み
が
多
〈
出
る
と
吉
ご
い
ま
日
盤
菅
平
且
+
ふ
J

も
の

と
み
事
焼
却
す
る
の
に
窓
議
は
立
ど
ろ
だ
。
特
に
、
軟
に
む
か
つ
て
果
物
や
霊

Z事
わ

り
、
水
出
加
の
多
い
C
の
種
の

.ιAり
が
ふ
え
る
と
予
測
さ
れ
、

.50は
水
カ
を
よ
く
吉
っ
て
響
詩
へ
と

市
民
の
み
な
さ
ん
に
被
〈
時
び
か
け
て
い
る
。

市
民
件
蔀
構
掃
諜
は
、
ご
み
一
焼
却
に

亨
穫
と
な
る
ご
み
の
水
分
を
一
損
し
よ

う
と
市
民
の
み
な
書
ん
に
次
の
よ
う
な

協
力
事
呼
び
か
け
て
い
る
。

市
内
か
ら
集
め
ら
れ
る
と
み
は
、
各

家
庭
あ
沖
潜
水
準
が
高
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
た
く
さ
ん
出
る
も
の
で
、
現
在
、

の
で
、
あ
な
た
の
地
区
で
も
申
し
込

ん
で
み
た
ら
。
十
片
十
七
百
が
申

し
込
万
日
で
、
品
育
諌
ま
で
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
一
体
刀
づ
く
り
五
時
ま
で

o

A

マ
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会
・
九
月

推
進
と
レ
ク
リ
a
lシ
ョ
ジ
の
晋
笈

φ
巡
回
レ
F
D
ェ
ー
シ
ョ
ジ
教
室
二
十
八
日
(
月
)
四
時

ω分
よ
お
時

亭
め
ざ
し
て
、
い
ま
市
教
育
委
開
会
箆
踊
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
掃
人
/
鳥
山
台
品
育
館
(
主
催
市
教
義
・

悼
育
課
は
各
種
の
侍
肴
符
事
告
計
画
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
京
雄
、

F
1ム
な
主
菅
平
塚
フ
占
Ae--ク

.4Jス
協
会

し

て

い

る

。

ふ

る

!

P

1

1

。

掃

へ

ハ

レ

ー

ボ

っ

て

藁

て

あ

る

く

会

ー

大

島

f

ヘ

1
ル
大
今
十
月

φ
市
民
ス
ポ
ー
ツ

4

'

;

'

'

E

i

d

匂

十

市

出

日

未

)

九

警
告
・
毎
月
。
月
4
自
に
第
7
留
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
時
/
一
品
目
忌
南

第
二
・
第
箇
月
曜

1

1

舘
あ
な
た
の
メ

合
一
回
、
県
府
ム
尿
育
館
が
無
糾
で
ど
レ
ク
D
ェ
1
シ
ョ
ジ
吾
主
誌
と
し
ジ
パ
!
の
#
加
芳
一
持
っ
て
い
る
。

開
放
さ
れ
、
市
民
の
ど
な
た
で
も
制
た
も
の
で
巡
回
教
室
審
開
い
て
い
る
+
月
十
¥
ロ
ま
で
に
体
育
設
へ
。

田
川
で
為
。
る
。
卓
球
や
パ
レ
!
ボ

i

す
で
に
、
第
一
期
巡
回
季
対
い

A
V
あ
る
く
ム
で
九
月
三
七
日

F
C

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
笠
丙
で
っ
ぱ
い
に
時
え
、
現
在
、
九
月
一
一
十
大
山
/
集
合
午
前
七
雨
平
塚
駅
前
/

の
駿
ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
民
溺
六
日
ま
で
第
二
期
の
レ
タ
』
ェ

1
シ
コ
ー
ス
大
山
木
融
専
i
阿
夫
利
神
社

や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
双
な
ど
の
教
室
も
ョ
ジ
巡
回
教
認
を
聞
い
て
い
る
0

1

一
一
重
の
滝
i
見
附
し
台
九
十
九

関
慢
す
る
。
時
間
は
午
後
一
一
時
か
ら
第
一
一
一
期
の
巡
回
軒
闘
を
続
出
す
る
郎

lm向
薬
師
約
8
J
O

1 
(45年盟勢調査人口懸費募集〉

磁応募・官製はがきに国勢調査予想人口、住所、氏

名、年令、職業を明記10月2日消印まで有効
題資格倉市内在住、通勤、通学者(通勤光、学

校名を記入のこと)

属あて先@平塚市浅間開J9悉1号ァ
役所内国勢調査実施本部あて

国賞金・ 1等 1名l万円、 2等1名5
千円、 3等1名3千円
闘ヒント・ 7月1日現在163
44年中地方日5，735人

平塚市

盟主催/平塚市社会禰祉繍鰻会・平塚市

灘後援/神奈JII嬢・神奈川県社会禰祉協畿会・神奈川標共同事事食会・毘赤神奈JII嬢支部



昨
年
mv五
月
、
担
と
し
よ
り
の
レ
ク
リ
エ

1
ジ
ョ

Y
の
一
場
と
レ

で
問
所
し
た
こ
の
老
人
い
乙
い
め
一
家
、
七
圏
在
(
な
な
く
に
そ

う
)
は
、
市
内
九
十
一
一
一
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
約
六
L
人
の
お
と
し
ょ

Eを
対
象
花
、
気
軽
に
一
副
利
用
し
て
も
ろ
う
牢
隔
世
の
檎
祉
施
設
で
、

い
ま
地
反
の
老
人
ク
ラ
ブ
単
位
に
刺
市
吉
れ
、
迷
日
の
よ
う
に
盛

況
で
あ
る
。
費
用
は
も
ち
ろ
ん
舟
略
行
き
帰
り
も
、
市
の
マ
イ

刑
期
者
は
六
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
な
の
官
、
な
に
よ
り
高
ま
ず
、
む
か
し
出
な
し
ー
に
花
炉
暁
ぺ
。

究
用
も
か
か
ら
ず
に
、
こ
う
し
t
構
法
佳
作
る
こ
と
が
止
か
な
か
官
ず
か
し
い
の
で
み
品
な
大
商
ぜ
だ

ク
ロ
パ
ス
、
ハ
ト
号
が
送
打
通
え
す
る
。
明
か
ら
ハ
ト
号
で
提
り

つ
け
た
お
と
し
よ
り
た
ち
は
、
ど
持
番
の
お
酒
や
お
弁
当
や
お
菓

子
を
ひ
ろ
げ
て
、
故
め
や
歌
え
と
誕
し
い
一
臼
を
過
と
す
。
歌
い

疲
れ
競
り
疲
れ
杓
は
風
呂
に
は
い
っ
て
源
泉
気
分
に
ひ
た
り
、
昼

寝
を
し
、
轟
の
「
一
愛
宕
山
公
国
」
を
散
歩
古
る
。
と
に
か
く
一
費
閣

の
か
か
ら
な
い

JRXの
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
好
誌
で
あ
る
b

手びょうし打フてのど霞瞳をきく。テレ古できれいな歌い手は見馴れているが、 ζれはこれ守、また結構

者ι

ゑ
勝
明
(

貴
べ
て
、
、
飲
ん
T
い
く
た
び
れ
て
、
そ
し
て
ひ
と
寝
入
U
L
t晶
と
位
鼠
語
が
潤
い
て
い
晶

な
る
べ
く
泊
濯

5
と

土
師
曜
日
は
お
さ
げ
く

だ
さ
い

そ
れ
に

ω持
か
ら
っ
日

時
ま
で
・
φ
2
e
珍

(金)

事 夜の部…18待機演

前売券 200門@当日若手 250内

ンター

昼の官官…13待開演

告 10月 4o (8)荒天は11日
午前呂時~正午 ζ小雨決行〉

<>ところゐ平塚海岸仁馬入河口~花水河口3

0受け付け守間関海岸主主閣駐車場入口

午前日時30分~告時まで

。要参加費前売り 200丹、当日 300円〈釣り兵五百

でどうぞコ

会磯速神奈川県文部平塚磯釣クラブ

平語京市@王子塚市銀 7a協会



2昔日から本局て営業開始

ん
す
な
ら
鱗
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

関
氏
出
時
金
で
は
、
保
険
制
抑
を
掛
け
忘
一
入
し
て
や
め
た
期
間
の
保
般
棋
を
一
納
め

れ
て
二
年
間
安
経
翠
3
る
と
時
効
と
な
一
石
ζ
と
に
よ
り
、
十
年
年
金
伊
う
け
ら

っ
て
保
一
段
軒
を
一
納
め
た
く
て
も
納
あ
る
一
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
と
が
で
き
な
い
。
一
マ
閉
し
出
の
で
き
る
期
間
同
・
昭
和
信
十

と
ζ

ろ
が
持
来
、
受
忍
愈
主
任
一
五
年
九
喜
一
十
臼
ま
で

る
た
め
に
は
二
定
期
間
以
上
の
探
険
一
マ
探
険
料
治
和
一
一
マ
友
会
以
降
、

E

軒
易
掛
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
一
民
年
金
巻
や
め
て
い
た
期
閣
の
探
検

の
で
、
即
時
険
軒
が
時
効
で
納
め
己
れ
な
一
輯
は
一
か
月
同
問
百
定
十
月

く
な
っ
て
い
る
た
め
納
付
年
数
葉
足
一
円
v
零
年
金
の
支
給
・
昭
和
一
一
壬
ハ
年

し
、
号
め
ま
ま
放
出
置
し
て
お
く
#
石
年
一

傘
抗
議
一
法
り
ら
れ
な
く
な
る
人
が
で
て
く
一
叫

る

。

一

山

今
度
、
乙
の
主
う
な
人
た
ち
に
も
年
一
山

金
が
う
け
ら
れ
る
よ
ち
強
制
加
入
一
者
と
一
山

高
令
任
意
加
入
者
に
か
古
っ
て
昭
和
…
一
一
一
山

十
六
年
四
月
以
降
掛
貯
忘
れ
て
時
効
と
一
山

な
っ
て
い
る
探
検
棋
に
つ
い
て
一
カ
月
一
川

西
百
笠
平
内
の
計
算
で
納
め
る
ζ

と
が
一
聞

で
き
喜
よ
う
に
な
っ
た
。
一
附

と
の
掛
け
忘
れ
の
即
時
険
務
セ
納
め
る
一
川

と
と
が
で
害
る
期
間
は
抱
和
四
十
五
年
一
間

七
月
}
白
か
ら
昭
和
的
十
七
年
六
月
一
一
二
川

+
自
の
一
一
年
間
で
あ
る
。
一
山

ま
た
、
昭
和
一
一
一
土
ハ
年
鴎
湾
国
民
単
一
川

金
総
長
発
足
当
一
時
K
任
意
加
入
じ
て
い
一
酬

で
、
そ
の
後
な
ん
ら
か
の
漂
白
で
加
入
一
削

壱
や
め
た
人
命
お
一
一
一
十
九
年
内
明
月
一
一
一
川

白
か
ら
溺
治
四
十
四
年
商
月
一
門
出
生
ま
一
州

れ
〉
で
、
混
在
ど
の
年
金
に
も
加
入
し
一
制

ム
」
い
な
い
人
は
、
再
び
留
民
半
金
に
加
一
川

い

みん在のまち

てき

ゴ
ミ
は
流
れ
ず
に

ゴミの投げ捨てはやめまLょう。

あ
し
た
も
そ
こ
に
あ

9
ま
す
。

臼
制
と
は
ま
っ
た
く
一
関
辱
で
あ
る
が
、
た
ら
れ
間
企
閣
の
よ
ス
ノ
で
あ
り
、

ち
が
行
兵
)
己
ろ
は
、
定
時
制
高
校
は
翻
て
め
ぐ
ま
』

き
な
が
ら
品
ナ
ぷ
学
校
で
あ
る
と
い
う
に
な
い
。

と
に
あ
る
。
だ
か
ら
j

本
当
托
輯
き
な
が
本
書
は
、

月
学
び
た
い
と
い
ろ
も
の
の
た
め
花
あ
差
慰

る
の
が
望
ま
し
い
袋
で
あ
ろ
う
。
績
換
、

会
障
に
は
、
約
五
十
十
万
人
と
…
推
定
さ

れ
る
定
時
制
高
校
生
が
い
る
が
、
彼
等

の
お
か
れ
て
い
る
扇
突
の
援
は
日
の
あ

一

南

極

毎

日

新

聞

社

一

イ

Y
プ
レ
ー
シ
ョ

y
序
論

一

沢

が

に

鰭

婿

}

雄

一

新

製

括

計

鼠

ア

メ

D
力

一
担
瑠
濡
陸
上
、
下
和
歌
諜
太
郎
他
一
外
掛
監
の
告
白
林

谷
君
主
懇
ダ
イ
ビ
ン
グ
大
崎
映
福
田
示
品
第
殴
と
蘇
守
訟
の
申
告
際

伊

庭

章

一

間

慢

の

懲

間

揮

俊

雄

一

日

本

の

滋

吉

扇

在

プ
ラ
ン
シ
ス
・
ト
イ
一
一
一
一
塁
家
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一

E
・

o-ラ
イ
シ
ャ
ヲ
l

億
々
山
岳
連
開
閉
一
勤
評
闘
争
十
年
東
京
都
教
職
員
組
合
一
日
本
の
…

7
0ノ
h
E
3
1ト



"平塚市臣議官会では、 3積混合守唱方
接種会壌で血圧濁定を行なう。お気

軽に・。 ζ無担〉

醒i盤翻箆翠

10月1日 富士見公E号館

" 5白 横内団地第五と湯
" 9日花水公民J!Il
購湾総・午後l時30丹~午後3時

土屋公民館

1日忠之宮公民館

笛士見公民館

E宮沢公民館
松原公民館

昼間公民館

真土公民館

八館公民館

裁島

d- 3 B (土〉
" 5臼仁丹〉
'" 6日〈火〉
d' 78 仁オ()
? 8臼〈木〉
? 9日〈金〉
d' 12臼仁丹〉
? 13臼亡火〉
fr 14臼〈オ()

ク 15臼 〈オミコ
ク 16巴〈金〉 金自公民館

〈被告麗競・ロフテワ7 ・主主霞ぜきコ

畢対象・第1期生後3か月以上自
赤ちゃん満3才来援

揮 2)蛇 1期完了後1

年から 1年半経過したものく 11fu
接種〉 揮 3拡来春入学予定の

もの(l回接種・ 9~10月実施〉

盟時縄，午後 l時30分より午後3時
まで/予防接種にはや郭右接種手

権占Jと rr.JJ診察」をお忘れなく
開巡思臼翠 (2極め〉
? 148 (月〉 畳間小学校横内

団地震会場

4> 16臼〈水〉 金自公民館土沢
農協

中原公民館

花本公民館

須賀公民館箆i野
台武足場

盟3窃め
8月初日〈水コ !日照之町公民館

10月 18仁木) i:lj見公民館
'" 2日〈金〉 神間公民館八幡

公民館

10月 5日く月〉 設E8小学校横内
団地築会場

? 6巴〈火)自公民飽
4> 7臼切っ 金自公民主宮土沢

使協

中原公民館

花水骨民館

須賀公民館売却ff
台思議場

.. 178 (ガミコ
タ 18日 E金コ

ク 22日〈ゾζ〉

1自月8B (木〉
". 9日(金〉
? 13日 〈ゾく〉

い
ら
な
く
な
っ
た

犬
引
き
ぬ

υま
す

捨
て
犬
に
よ
る
津
波
犬
の
増
加
と
危

込
お
く
た
め
、
軍
援
保
健
所
で
は
次

一
け
越
で
不
用
犬
(
い
ら
な
/
¥
な
っ
た

一〉の
FJ岬
収
容
壱
実
施
す
る
。

な
お
、
印
銃
が
必
委
と
な
る
。

円
四
日
程
・
会
湯
}
マ
9
月
U
A
H
口
省
一
山
時

1
5分
(
斑
中
間
胤
公
民
館
)
/
四
時

叩
分
1
日
分
(
頁
士
一
公
民
館
)
/
閉
山

時
初
分
i
お
汚
(
神
泊
公
民
係
)
/

叩
時
鉛
分
1
何
分
(
市
民
之
居
公
民

館
)
/
m
u
時
叫
分
1
日
出
分
(
大
野
公

民
館
)
/
叩
時
切
分

ι日
分
(
松
原

公
民
館
)
/
日
時
5
分
5
m分
(
須

ト
『
資
公
民
館
)
/
日
時
日
分
、
，

tm分

枇
一
(
花
木
公
民
館
)

市
山
一
マ

9
月
刊
副
首
・
幼
時
1
5分
〈
万
国
ハ
ム

1
1
 

前
民
館
)
/
刊
時
泊
imω
分
(
中

記
事
/
刊
誌
マ
努
(

駒
山
川
公
民
館
)
/
ぬ
時
弱
分
f
M
W月

南
町
高
公
民
館
)
/
閉
山
時
目
別

珠
一
明
(
露
公
民
館
)
/
口
時

分
(
金
田
公
民
館
〉
/
日

課

鋼

お
分
(
金
自
公
民
館
)
/

討
持

瞳

輔

f
M
W
A
U
E

奏会柏町

酷巡問日程・〈母子手帳忘れずにコ

9月21臼仁丹〉 金田公民館
?' 22日〈火〉南El:0l:~館
"P 25日(金〕 夜中限公民館
.v 26日く:土〉 中JJ;Z;Z芯圭館

。
九
月
一
円
口
か
ら
一
か
月
跨
は
「
暴
邸
ず
競
け
出
号
e

ロ
で
み
な
さ
ん
に
藷
屯
す
る
。

ζ
う

カ
犯
罪
の
総
合
取
り
締
窓
口
鳥
時
』
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
し
た
誘
い
に
絶
対
の
ら
な
い
で
:
。

密
警
は
、
境
犯
罪
の
一
掃
に
会
器
力
を
見
た
と
き
は
ど
ん
な
小
さ
い

O
察
室
に
貰
金
調
を
あ
た
え
な
い

力

吾

あ

げ

る

。

と

と

い

や

が

ら

Lお
怒
胤
の
も
の
で
も
。

H

み
ん
k
yぷ
山
刀
で
摸
刀
を
五
追
放
レ
必
ず
届
け
て
ほ
し
い
。
泣
き
寝
入
り
貸
金
の
取
り
立
て
、
柄
、
山
障
な
ど

さ
っ
μ
を
品
川
一
日
諜
に
、
次
の
よ
苔
に
同
世
等
を
ま
す
ま
す
場
長
さ
せ
る
。
に
暴
辺
国
毛
剤
倒
す
る
ζ
と
は
絶
対

市
民
の
み
Fヰ
¢
ん
に
呼
び
か
け
て
い
欝
誤
は
取
り
扱
っ
た
己
の
種
の
事
件
に
や
め
て
ほ
し
い
。

ζ
う
し
た
行
為

る。。
繋
力
量
見
た
り
穂
署
に
あ
っ
た
ら

ι、

九
仏
汗
/

令
γ
L
W

来年3}ヨの毒葬式は9月から

F苦の講葬式は10}苦から重要17付17

霊童市し込みは挙式当 jヨの6ヵ沼恵古か
ら受けイfげます

ます
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臨
勤
労
者
支
芸
コ
シ
ク
;
ル

・
1
2

帯
四
国
勤
労
愛
X
E
E
コ

m

募
集

y
p
lん
の
事
加
伊
品
を

z
-
-
f
s
z月
い
っ
ぱ
い
募
集
し
て

い
る
。踊百
回
は
創
作
、
結
輩
、
詩
、
短
歌

俳
旬
，
、
川
柳
で
、
県
内
に
職
場
、
ま

た
は
住
所
を
有
す
る
勤
労
者
な
長
だ

れ
で
も
応
募
で
き
る
。

マ
応
募
・
①
応
募
作
誌
に
は
、
作
品
一

の
種
別
、
住
詰
問
、
民
名
、
勤
務
先
一

年
令
盈
厨
記
の
こ
と
由
品
副
作
は
四
一

平重量後守宗俊に命じた。

かくて宝武百年から花11<1110)
改躍が行われ、同時;ζ聞流して

いた部分をほぼ鐙錦!ζ改臆する
とととした。 仁当時はr!刀習Ijj

と還った。)e 

と関係俊民が、

ると騒ぎ出し、中には苦1C1丙ん
で自~/[j.tした者もあったという。
しかし、遂にこの工事は進めら

れ、巾25関〈来甘45m)の花水新
mが完成して行った。最軒的に聾
は寛延 0746-51)の頃までか
かったそうだ。

かくて新しく切り拐った111を
「花オI<II!J r花寸描」と時び、
従来の花加11を「市仁ふる〉花
オ()I!J r，討87J揖Jというよう
になったが、昭和40年道路改悼
のため F古it:::;J(橋」は聖書を約い
てしまった。

173 

3 花水JIlの改掘
f 箔灘構署

華 麗在の花水iflは国道一号轄を
5中心lζし亡、上平塚州立から下
E花水橋あたりまで、だいたい墜

ところが江田時代の古絵図を

みると、 ζの111は、上平塚rr.南
方から著しく東方へ湾曲して流

れ、吉らに現在の花ヌ釘11扶轄の
付近から西の方へ血流し、あた

かも!日字型をなしていた。 ζ

の館f汗[j態がこの111の古い時代
からのl/;'であったようで、八雲

神社の丘陵の揺を流れて南方に

走っていたことなど、その痕腕:

から証明する己とができる。

記録によると宝)]C4年Cl707)
秋、盤土rIlが?宮執をはじめ、そ

のどて;7~皇 1 1:ヨZ氷山を出演させ

きかんに焼砂吾降ろせ、その蜜

1a:7寸5分く約23四 )1とも及ん
だそこで庶民たちは、穴吾掘

って焼砂を主主一めたばかりでな

ロ
人口総数 164，277人
世帯?- 41，2851世帯
市竣部穣 67・88km霊
前月上む世帯i白 120世帯
グ人口潜 474人
市街地 74，936人 (19，746m帯J
大野 38，342人(9，086 l' ) 
塁豊 田 3，196人 C 771..) 
神田 14，196人(3， 647 ~ ) 
減島 2，507人 C 564グコ
問蝿 2，670人 C 635クコ
金田 3，922人 C 985 <-) 
旭n，696人(2，946 4' ) 
土沢ふ234人 C 845..) 
金田島578人仁 2，060# ) 
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曲官官していた芳水111と改並置された宇在京111
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